
『三びきのやぎの      

がらがらどん』     

北欧ノルウェーの民話/

マーシャ・ブラウン絵/  

せたていじ 訳/     

福音館書店 ： 

 むかし、“がらがらどん”という

同じ名前の三びきのやぎが、ある時山の

草場でふとろうと 山へ登っていきまし

た。ところが、谷川の橋の下にはおそろ

しいトロルが 一飲みにしようと待ちかま

えています。さあ、どうやってトロルと戦っ

たでしょう。最後に大きいやぎがトロルを

やっつけて「チョキン パチン ストン」と

話が終わるまで、子どもはワクワク、ドキド

キです。簡潔で、力強く、ダイナミックな

絵によるお話に子どもは大満足で、繰り

返し読んでもらいたがる絵本です。 

明るい笑い声が・･・♡   

  ある日のおはなしの時

間です。プレイルームは 

だれもいなくて静かです。 

一人ひとりのお部屋での絵

本タイムです。しばらくする

と、どこのお部屋からか  

とても楽しそうな笑い声が

聞こえます。小さな男の子

（Kちゃんかな？）のキャッ

キャッという笑い声は、午

後の病棟をとても明るい空

間に変えてくれました。  

読んでもらっていた絵本は

何だったのかな？ 

 私たちの気持ちも温かく

なりました。 
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えほんの紹介
小さなおともだち 

絵本アンケート 

“おうちの方にききました 2” 

 お子さんのN君(4歳)の話 

『三びきのやぎのがらがらどん』 『おおかみ

と七ひきのこやぎ』 『おおきなかぶ』 ：      

 がらがらどんと七ひきのこやぎは、トロルや  おおかみが

出てくるとドキドキするのが楽しく、最後は悪者をやっつけ

る！そのすっきり感というか、あ～良かった！というところが好きです。      

おおきなかぶはどんどん人や動物が増え、「おばあさんがおじいさんを

ひっぱって、おじいさんがかぶをひっぱって・・・と同じ言葉のくり返しを好

んでいます。入院する前、保育園の年少組の発表会で、大好きながらが

らどんの劇をすることになり、「トロルをするんだ！」とはりきって教えてくれ

ました。体がちいさい方だったので「小さいやぎじゃない？」と思ったり、園

の先生も笑って「Nちゃんがトロルだって！」 

でも、その頼もしさは誰もが意外でした。                   

当日は月齢の高い子達の後に一歩遅れて「トロルだぞ～」。 

その姿が何ともかわいくて（親ばかですが）印象的でした。 

新しい楽しい絵本もどんどんでていますが、昔からのよい絵本を大事に

し、これからも読み聞かせていきたいです。 
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